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  第三次座間市地球温暖化防止実行計画年次報告書（令和元年度報告） 

 

平成２７年度に策定した第三次座間市地球温暖化防止実行計画（以下「第三次実行計画」と

いう。）に基づき令和元年度の温室効果ガス総排出量（二酸化炭素換算）を報告します。 

  

１ 第三次実行計画の概要 

⑴  目標 

平成２７年度から令和元年度までを計画期間とした、第三次実行計画は、市の事務事業

の執行により発生した温室効果ガス総排出量を基準年度である平成２５年度より３％削減

することを目標としています。 

⑵  対象事務事業及び施設 

   第三次実行計画で対象とする事務事業は、市長部局、上下水道局、消防本部（消防署を

含む）、議会事務局、教育委員会、選挙管理委員会事務局、監査委員事務局及び農業委員会

事務局の所管する事務事業です。 

ただし、他者等へ委託等により行う事務事業は計画対象外としていますが、「エネルギー

使用の合理化等に関する法律」に基づき、本市が特定事業者としてエネルギーの年度使用

量を報告する施設（例：指定管理者制度により管理運営する施設）は対象施設とし、施設

の一覧は表４のとおりです。 

⑶  対象とする温室効果ガス 

   地球温暖化対策の推進に関する法律第２条第３項に掲げる７種の温室効果ガスのうち、

市が事務事業を遂行するに当たり、最も排出量が多い二酸化炭素（ＣＯ２）を対象としまし

た。 

⑷  対象とするエネルギー等 

電気、ＬＰＧ、都市ガス、灯油、ガソリン、軽油及びＡ重油を対象とします。なお、 

ＬＰＧ、ガソリン及び軽油については、施設維持管理用と公用車用を分けて集計しました。 

また、電気自動車の走行によって消費する電力は、施設維持管理用に含めて集計してい

ます。 

 

２ 温室効果ガス排出量の算定 

⑴ 対象期間 

平成３１年４月１日～令和２年３月３１日 

 ⑵ 排出量の算定方法 

対象期間内に対象事務事業及び施設で消費した各種エネルギーの使用量を「地球温暖化

対策の推進に関する法律に基づく地方公共団体の事務及び事業に係る実行計画策定マニュ

アル及び温室効果ガス総排出量算定ガイドライン」に基づいて、対象期間の温室効果ガス

総排出量を算出します。 
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⑶ 電力の温室効果ガス排出係数の取扱い 

本報告書の電力使用による温室効果ガス排出量の換算は、電力の温室効果ガス排出係数

を基準年である平成２５年度に発表されたものに固定し、第二次実行計画同様、固定係数

で温室効果ガス排出量を算出しました。これは、対象期間内に市が行う地球温暖化防止行

動を同一条件で集計し比較するためのものです。 

 

３ 調査結果 

⑴ 令和元年度のエネルギー使用量と温室効果ガス排出量 

令和元年度の各種エネルギー使用量、温室効果ガスの排出量、構成割合等は、表１及び

グラフ１のとおりです。 

 

表１ 令和元年度のエネルギー使用量及び温室効果ガス総排出量 

エネルギー等の種類 使用量 

温室効果ガス 

エネルギーの主な用途 排出量

(t-CO2) 

割合 

(%) 

電   気※(kWh) 16,451,986 8,637 83.88 
照明、空調設備、 

電気自動車 

公用車燃料 479 4.65 

 
 ＬＰＧ(ℓ) 0 0 0.00 

 ガソリン (ℓ) 67,406 157 1.52 

 軽油 (ℓ) 124,528 322 3.13 

施設維持管理用燃料 1,181 11.47  

 ＬＰＧ(㎥) 62,981 412 4.00 給湯 

 都市ガス (㎥) 262,966 587 5.70 給湯、空調設備 

 灯油 (ℓ) 58,131 145 1.41 冷暖房 

 ガソリン (ℓ) 2,839 7 0.07  

 軽油 (ℓ) 10,047 26 0.25  

 Ａ重油 (ℓ) 1,359 4 0.04 施設管理 

温室効果ガス総排出量 10,297   

 

※電気は、公用車（電気自動車）電気使用量と施設維持管理電気使用量の合算値となります。 
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グラフ１ 令和元年度に排出された温室効果ガスのエネルギー構成割合 

 
※「公用車」には使用した燃料（ＬＰＧ・ガソリン・軽油）全てを含みます。 

 

⑵ 温室効果ガスの排出状況（基準年度、前年度、目標年度比較） 

第三次実行計画では、温室効果ガス総排出量の削減目標を達成するため、エネルギーの

項目別に温室効果ガス総排出量の削減目標を設定しています。 

基準年度（平成２５年度）、前年度（平成３０年度）、令和元年度及び目標年度（令和元

年度）の排出量は、表２で示すとおりです。 

また、表３は、令和元年度のエネルギー使用量及びエネルギー毎温室効果ガス排出量を

基準年度（平成２５年度）及び前年度（平成３０年度）との比較をしました。 

 

表２ 計画期間内の温室効果ガスの排出状況                    【単位：t-CO2】 

項   目 
平成２５年度 

基準排出量 

平成３０年度 

排 出 量 

令和元年度 

排 出 量 

 令和元年度 

目標排出量 

電 気 ８，６１７ ８，８９４ ８，６３７ ８，３５８ 

公 用 車 燃 料 ４７６ ４７３ ４７９ ４６２  

そ の 他 燃 料 

（施設維持管理用） 
１，５３８  １，２１０ １，１８１ １，４９２  

総 排 出 量 １０，６３１ １０，５７７ １０，２９７ １０，３１２  
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表３ エネルギー使用量及びエネルギー毎温室効果ガス排出量（基準年度、前年度比較） 

 

 

平成 25年度 

(基準年度) 

平成 30年度 

(前年度) 

令和元年度 

(調査年度) 

基準年度 

との比較 

前年度 

との比較 

温室効果ガス 

総排出量（t-CO2） 
10,631  10,577  10,297  

△334  

(△3.1％) 

△280  

(△2.6％) 

各エネルギーの使用量及び温室効果ガス排出量（ＣＯ2換算排出量） 

電  気 
千 kWh 16,414  16,941  16,452  38  △489  

t-CO2 8,617  8,894  8,637  20  △257  

 t-CO2 476  473  479  3  6  

公
用
車
燃
料 

ＬＰＧ 
千ℓ 29.8  0  0  △29.8  0  

t-CO2 51  0  0  △51  0  

ガソリン 
千ℓ 67.1  68.6  67.4  0.3  △1.2  

t-CO2 156  159  157  1  △2  

軽油 
千ℓ 104.0  121.5  124.5  20.5  3  

t-CO2 269  314  322  53  8  

 t-CO2 1,538  1,210  1,181  △357  △29  

施
設
維
持
管
理
用
燃
料 

ＬＰＧ 

千㎥ 78.8  67.4  63.0  △15.8  △4.4  

t-CO2  516  440  412  △104  △28  

都市ガス 
千㎥ 273.5  258.1  263.0  △10.5  4.9  

t-CO2 611  577  587   △24  10  

灯油 
千ℓ 142.0  63.8  58.1  △83.9  △5.7  

t-CO2 354  159  145  △209  △14  

ガソリン 
千ℓ 1.5  1.4  2.8    1.3  1.4  

t-CO2 4  3  7  3  4  

軽油 
千ℓ 10.0  9.4  10.0  0  0.6  

t-CO2 26  24  26  0  2  

Ａ重油 
千ℓ 9.9  2.7  1.4  △8.5  △1.3  

t-CO2 27  7  4  △23  △3  
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令和元年度の温室効果ガス総排出量は、１０，２９７ｔ-ＣＯ２で、前年度（平成３０年

度）比較では、２８０ｔ-ＣＯ２（２．６％）削減しました。また、基準年度（平成２５年

度）比較では、３３４ｔ-ＣＯ２（３．１％）削減しており、計画の目標である、基準年度

比３％の削減を達成することができました。 

基準年度比較の内訳について、電気の使用を起因とする温室効果ガス排出量は、２０ｔ-

ＣＯ２の増加、公用車の使用を起因とする温室効果ガス排出量は、３ｔ-ＣＯ２の増加、施設

維持管理に起因する温室効果ガス排出量は、３５７ｔ-ＣＯ２の削減となり、電気・公用車

の２項目については微増しましたが、施設維持管理の項目は、削減することができました。 

また、前年度比較の内訳について、電気の使用を起因とする温室効果ガス排出量は、２

５７ｔ-ＣＯ２の削減、公用車の使用を起因とする温室効果ガス排出量は、６ｔ-ＣＯ２の増

加、施設維持管理に起因する温室効果ガス排出量は、２９ｔ-ＣＯ２の削減で、公用車の項

目については微増しましたが、電気・施設維持管理の２項目は、削減することができまし

た。 

次に、温室効果ガス排出量が前年度と比較して削減できた主な要因を考察します。 

まず、全体の８割以上を占める電気の項目については、二つの要因が考えられます。 

一つ目の要因は、令和元年度９月から３月までの期間で、座間市庁舎等ＥＳＣＯ事業に

よる設備改修を実施したことです。この座間市庁舎等ＥＳＣＯ事業は、具体的には照明設

備のＬＥＤ化や、空調設備システムの最適な設備容量への見直し、空調省エネルギー自動

制御の導入、大型モニター設置によるエネルギー使用状況の見える化等を実施したもので

あり、これにより電力の消費を抑え、温室効果ガス排出量の削減に繋げることができまし

た。 

二つ目の要因は、１２か所ある市営プールのうち、施設の老朽化等の理由から２か所が

利用停止になったことや、施設所管課から同施設の管理会社へ節電を促したことにより、

電力の消費を抑えることができたと考えられます。 

続いて、施設維持管理用燃料のＬＰＧの項目が削減できた要因を考察します。 

新型コロナウイルス感染症の影響により、令和２年３月中の給食が全て停止し、この間

の市内小学校の給食調理設備がほとんど稼働しませんでした。また、同設備の更新時に高

効率な機器を導入したこともあり、ＬＰＧの消費が抑えられたと考えられます。 

次に、基準年度である平成２５年度と比較し、温室効果ガス排出量が減少した主な要因

を考察します。 

電気の項目は、施設の増加や小中学校のエアコンの導入などにより、温室効果ガスの排

出量が微増しました。しかし、施設維持管理用燃料では、ＬＰＧ、都市ガス、灯油、Ａ重

油の４項目で温室効果ガスの排出量が減少しました。これは、小学校や給食調理施設、市

民文化会館（ハーモニーホール座間）といった市内各施設で、設備更新時に高効率な機器

を導入したことや、職員の環境意識の向上により、施設をより適切に使用するようになっ

たことから、温室効果ガスの排出量の削減ができたものと考えられます。 

また、令和元年度は、新型コロナウイルス感染症の影響により、年度末にかけて多くの

市施設が閉館し、稼働日数が減少しました。結果として、温室効果ガス排出量の削減に繋

がったと考えられます。 

以上の要因から、最終年度である令和元年度は、基準年度と比較して温室効果ガスの総

排出量を３.１％削減することができました。これは、削減目標の３％を達成するものです。 
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第三次実行計画に掲げた目標は達成することができましたが、地球温暖化は喫緊の問題

であり、引き続き気候変動対策に、意欲的に取り組んでいく必要があります。例えば、令

和元年９月には、台風１５号・１９号が発生し、関東地方に記録的な大雨をもたらしまし

た。この台風発生には様々な原因が考えられますが、地球温暖化の進行に伴い、大雨や短

時間に降る強い雨の頻度は高まると予測されています。温暖化を抑えるためにも、温室効

果ガス排出量を継続して削減していくことが、今後の課題です。 

令和２年度からは、第三次実行計画の次計画である、座間市地球温暖化対策実行計画（事

務事業編）の運用を開始しています。この計画では、計画期間を令和２年度から令和１２

年度までの１１年間とし、基準年度（平成２５年度）の温室効果ガス総排出量から４０％

削減することを目標としています。この目標を達成するため、これまでの取組に加え、適

切な設備の使用、運転及び改修を職員に促し、更なる環境意識の向上を図ることで、温室

効果ガス排出量の削減に取り組んでまいります。 
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４ 対象施設一覧 

  第三次実行計画の対象施設は、表４のとおりです。 

 

表４ 座間市第三次地球温暖化防止実行計画の対象施設一覧 

番号 施 設 名 

１ 座間市庁舎 

２ 分庁舎 

３ ふれあい会館 

４ 総合防災備蓄倉庫 

５ 立野台コミュニティセンター 

６ 新田宿・四ツ谷コミュニティセンター 

７ 小松原コミュニティセンター 

８ 東原コミュニティセンター 

９ 相模が丘コミュニティセンター 

１０ 相武台コミュニティセンター 

１１ ひばりが丘コミュニティセンター 

１２ 栗原コミュニティセンター 

１３ ひばりが丘集会所 

１４ 市営さがみ野自転車駐車場 

１５ 市民交流プラザ 

１６ リサイクルプラザ 

１７ クリーンセンター 

１８ 資源リサイクルセンター 

１９ 第２資源リサイクルセンター 

２０ 総合福祉センター（サニープレイス座間） 

２１ 生きがいセンター 

２２ 相模が丘老人憩いの家 

２３ ひばりが丘老人憩いの家 

２４ 立野台老人憩いの家 

２５ 相武台老人憩いの家 

２６ 栗原老人憩いの家 

２７ 座間老人憩いの家 

２８ 入谷老人憩いの家 

２９ もくせい園 

３０ 通園センター（サン・ホープ） 



 

8 

 

 

 

 

番号 施 設 名 

３１ 鳩川児童館 

３２ ひばりが丘南児童館 

３３ 相模野児童館 

３４ 座間児童館 

３５ 栗原保育園 

３６ 相模が丘東保育園 

３７ ちぐさ保育園 

３８ 緑ケ丘保育園 

３９ 東原保育園 

４０ 相武台保育園 

４１ ひばりが丘保育園 

４２ 小松原保育園 

４３ 相模が丘西保育園 

４４ 第２子育て支援センター 

４５ 第３子育て支援センター 

４６ 市民健康センター 

４７ 上下水道局庁舎 

４８ 水道施設（ポンプ所、配水場、受水場等） 

４９ 下水道施設（排水ポンプ、汚水ポンプ） 

５０ 消防本部・消防署 

５１ 消防署東分署 

５２ 消防署北分署 

５３ 消防団第１分団第１部 

５４ 消防団第１分団第２部 

５５ 消防団第１分団第３部 

５６ 消防団第２分団第１部 

５７ 消防団第２分団第２部 

５８ 消防団第２分団第３部 

５９ 消防団第３分団第１部 

６０ 消防団第３分団第２部 
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番号 施 設 名 

６１ 消防団第３分団第３部 

６２ 消防団第３分団第４部 

６３ 消防団第３分団第５部 

６４ 消防団第４分団第１部 

６５ 消防団第４分団第２部 

６６ 消防団第４分団第３部 

６７ 消防団第５分団第１部 

６８ 消防団第５分団第２部 

６９ 立野台地区女性消防隊施設 

７０ 座間小学校 

７１ 栗原小学校 

７２ 相模野小学校 

７３ 相武台東小学校 

７４ ひばりが丘小学校 

７５ 東原小学校 

７６ 相模が丘小学校 

７７ 立野台小学校 

７８ 入谷小学校 

７９ 旭小学校 

８０ 中原小学校 

８１ 座間中学校 

８２ 西中学校 

８３ 東中学校 

８４ 栗原中学校 

８５ 相模中学校 

８６ 南中学校 

８７ 座間市公民館 

８８ 北地区文化センター 

８９ 東地区文化センター 

９０ 文化会館（ハーモニーホール座間） 
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番号 施 設 名 

９１ 青少年センター 

９２ 市民体育館（スカイアリーナ座間） 

９３ 座間市民球場 

９４ 新田宿グラウンド 

９５ 栗原遊水地スポーツ施設 

９６ ひまわり公園テニスコート 

９７ 立野台プール 

９８ 座間公園プール 

９９ 広野プール 

１００ 東原プール 

１０１ 鳩川プール 

１０２ ひばりが丘プール 

１０３ 相武台プール 

１０４ 栗原プール 

１０５ 相模が丘プール 

１０６ 入谷プール 

１０７ 旭プール 

１０８ 中原プール 

１０９ 図書館 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 


